
Ｍ５１の隠れたＭ５１の隠れたＭ５１の隠れたＭ５１の隠れたAGNからのからのからのからの

　　　　　　　Ｘ線放射の検出　　　　　　　Ｘ線放射の検出　　　　　　　Ｘ線放射の検出　　　　　　　Ｘ線放射の検出

2000年10月6日　秋の天文学会

深沢泰司（広大理）深沢泰司（広大理）深沢泰司（広大理）深沢泰司（広大理）

久保田あや、松本縁、牧島一夫（東大理）久保田あや、松本縁、牧島一夫（東大理）久保田あや、松本縁、牧島一夫（東大理）久保田あや、松本縁、牧島一夫（東大理）

伊予本直子（伊予本直子（伊予本直子（伊予本直子（ISAS））））



M51 (NGC5194) …..  Sb 銀河銀河銀河銀河 距離距離距離距離 9.7Mpc

光輝線　光輝線　光輝線　光輝線　LINER/Sy2

中心核は、弱い活動性を示す中心核は、弱い活動性を示す中心核は、弱い活動性を示す中心核は、弱い活動性を示す

弱い弱い弱い弱いAGN (LLAGN)??

スターバーストスターバーストスターバーストスターバースト

中心に分子雲が多い中心に分子雲が多い中心に分子雲が多い中心に分子雲が多い

伴伴伴伴銀河銀河銀河銀河NGC5195とととと相互作用相互作用相互作用相互作用

Whoolpool galaxy

X線観測で識別できる線観測で識別できる線観測で識別できる線観測で識別できる

遠赤外、電波が強い遠赤外、電波が強い遠赤外、電波が強い遠赤外、電波が強い(LFIR～～～～1012L . )



軟軟軟軟X線の線の線の線の観測観測観測観測 Einstein，，，，ROSAT

銀河全体に広がったＸ線銀河全体に広がったＸ線銀河全体に広がったＸ線銀河全体に広がったＸ線

いくつかの点源いくつかの点源いくつかの点源いくつかの点源
（中心核は（中心核は（中心核は（中心核は LX <1039erg/s））））

ROSATイメージイメージイメージイメージ
0.1-2.4keV

過去のＸ線観測（１）

主にスターバーストが見えている主にスターバーストが見えている主にスターバーストが見えている主にスターバーストが見えている
ＡＧＮの兆候は見えないＡＧＮの兆候は見えないＡＧＮの兆候は見えないＡＧＮの兆候は見えない

硬Ｘ線の観測（１）硬Ｘ線の観測（１）硬Ｘ線の観測（１）硬Ｘ線の観測（１） ＡＳＣＡＡＳＣＡＡＳＣＡＡＳＣＡ
中性中性中性中性Fe-Kラインラインラインライン(6.4keV)

LX=1.1××××1040erg/s (2-10keV)

+

AGNのののの反射反射反射反射 or 散乱成分散乱成分散乱成分散乱成分
AGNがががが隠れている兆候隠れている兆候隠れている兆候隠れている兆候

ハードな連続成分ハードな連続成分ハードな連続成分ハードな連続成分(ααααph～～～～1.4)

(1979, 1991)

(1993)

寺島et al.
Fe-K



過去のＸ線観測（２）

硬Ｘ線の観測（２）硬Ｘ線の観測（２）硬Ｘ線の観測（２）硬Ｘ線の観測（２） ＧｉｎｇａＧｉｎｇａＧｉｎｇａＧｉｎｇａ (1988)

牧島et al.

M51のののの場所から明るいハードＸ線場所から明るいハードＸ線場所から明るいハードＸ線場所から明るいハードＸ線

LX=1.2××××1041erg/s (2-20keV)
強い強い強い強いFe-Kラインなしラインなしラインなしラインなし

ＡＧＮ直接成分が見えているＡＧＮ直接成分が見えているＡＧＮ直接成分が見えているＡＧＮ直接成分が見えている

他の衛星では、他の衛星では、他の衛星では、他の衛星では、
　　　なぜ見えなかったのか？　　　なぜ見えなかったのか？　　　なぜ見えなかったのか？　　　なぜ見えなかったのか？

Ｅｉｎｓｔｅｉｎ，ＲＯＳＡＴ，ＡＳＣＡの結果Ｅｉｎｓｔｅｉｎ，ＲＯＳＡＴ，ＡＳＣＡの結果Ｅｉｎｓｔｅｉｎ，ＲＯＳＡＴ，ＡＳＣＡの結果Ｅｉｎｓｔｅｉｎ，ＲＯＳＡＴ，ＡＳＣＡの結果

AGN直接成分が大きく変動した？直接成分が大きく変動した？直接成分が大きく変動した？直接成分が大きく変動した？

吸収が変動した？吸収が変動した？吸収が変動した？吸収が変動した？

スキャン観測スキャン観測スキャン観測スキャン観測



LECS (0.12-4.0 keV)
MECS (1.65-10.5 keV)

PDS (15-220 keV)

1.4 deg　（　（　（　（ＦＷＨＭ）ＦＷＨＭ）ＦＷＨＭ）ＦＷＨＭ）

○イメージ＆スペクトル○イメージ＆スペクトル○イメージ＆スペクトル○イメージ＆スペクトル
○スペクトルのみ○スペクトルのみ○スペクトルのみ○スペクトルのみ

ＢｅｐｐｏＳＡＸ衛星

イタリアのＸ線衛星　イタリアのＸ線衛星　イタリアのＸ線衛星　イタリアのＸ線衛星　(1996--)

視野視野視野視野



観測とＸ線イメージ

2000年年年年1月月月月18-20日日日日

100ksec

13分角

全バンド（全バンド（全バンド（全バンド（2-10 keV））））

Ｆｅ－ＫＦｅ－ＫＦｅ－ＫＦｅ－Ｋ (5-7 keV)

2-5 keV

7-10keV

Exposure Time

観測日観測日観測日観測日
中心核中心核中心核中心核

３つのＸ線源を検出３つのＸ線源を検出３つのＸ線源を検出３つのＸ線源を検出



X線スペクトル

ASCAののののときのモデルでときのモデルでときのモデルでときのモデルで

フィットフィットフィットフィット

強く吸収された強く吸収された強く吸収された強く吸収されたpowerlaw成分成分成分成分

を加えてフィットを加えてフィットを加えてフィットを加えてフィット

10keV以上で、モデルを以上で、モデルを以上で、モデルを以上で、モデルを

大きく超過大きく超過大きく超過大きく超過

ααααph=3.0-1.3
+3.0

NH=10.0      ××××1024 cm2-5.0
+25.0

OR

NH=5.6      ××××1024 cm2-1.6
+4.0

ααααph=1.9固定固定固定固定

MECS PDS

LECS

10keV以下は、ASCA
ときとほぼ同じ



Discussion

Ｇｉｎｇａの観測時

ＡＧＮ
直接成分

BeppoSAX
10keV 以上に強く吸収

された明るい成分

コンタミの可能性？

LX=2.0×1041erg/s 
(10-100keV)

MECS, ROSATでPDSの
視野内に明るいＸ線源ない

・Gingaの観測したFlux (2-20keV)
と、ほぼ一致

・[ＯIII]やＨαから予想される

中心核のＸ線光度と、ほぼ一致

おそらく、Gingaが観測したときだけ、視線方向の吸収体が

少なくなったと思われる。



まとめ
頻度分布

<22  22   23  24  25
Log NH (cm2)

・M51は、強く吸収された(1024cm2以上)
1041 erg/s程度のLLAGNをもつ。

このような隠れた低光度AGNが

近傍銀河に多いかもしれない

・吸収量が数年のスケールで変動。

他の例　　NGC4051、NGC1365
濃い吸収体は、数pcの距離にあるようだ。

ＮＧＣ４０５１ SAX　1998年

ASCA　1994年


